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福島県における水稲生育期の気象と玄米品質に関する研究
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1　は　じ　め　に

7，8月がかってないはど高温に経過した1994年の福島

県産米は，作況指数が111と収量面では多収であったもの

の．1等米比率が64．0％と品質が大幅に低下した。

品質低下の主な要因は，早生品種を中心とした高温豊熟

による背白粒や乳自校の多発と倒伏による穂発芽であった。

本報では，背白粒，乳自粒の発生と品種，籾数及び登熟

期間の気温との関係について報告する。

2　試　験　方　法

品質調査は，1994年産の福島県農業試験場本場の作況試

験及びひとめぼれの栽培法試験の玄米サンプルを用い，粒

厚1．8m以上の玄米について拉厚別に行った。

気温は．場内に設置されているアメダス郡山観測地のデー

タを使用した。

各試験の移植期及び出穂期を表1に示した。

表1　各試験の出穂期

品　　　　　種

試　験　名　：二二∵　山口　ひ　と　サ　サ　コ　シ

めぼれ　ニシキ　ヒカリ

移植期

（月日）初星

作況試験

5．2　　7．29

5．16　8．1

5．25　　8．6

6．4　　8．13

7．30　　7．30　　8．8

8．3　　8．2　　8．12

8．8　　8．7　　8．14

8．14　　8．14　　8．20

ひとめぼれ

栽　培　法
5．19　　－　　8．3　　　一　　　　一

衰2　品種，粒厚別の背自校・乳自粒の発生程度

背自拉発生率（％）　乳白拉発生率（％）
品　　　種　　拉　　厚（m）　　　　拉　　厚（mⅧ）

1．9　2．0　2．1　2．2　1．9　2．0　2．1　2．2

初　　　星11．928．820．4
ササニシキ　0．7　2．11．3

ひとめぼれ11．410．6　36．7

コシヒカリ　　0．8　－　　－

35．7　20．610．7　7．817．3

1．120．113．216．1　9．1

15．516．3　8．3　5．812．4

－　　8．1　2．7　0．6　0．8

（作況試験　5月16日移植）

3　試験結果及び考察

州　背白粒．乳白粒の発生状況

品種，拉厚別の背自校，乳白粒の発生程度を表2に示し

た。背自校，乳白粒の発生には．品種間差が認められた。

初星，ひとめぼれは．背自粒，乳白粒とも発生が多かった。

また，ササニシキは，乳自校の発生が多いが，背白粒の

発生が少なく，コシヒカリは，背自校，乳自校とも発生が

少なかった。

背自粒，乳白粒の玄米拉厚別の発生程度をみると，背白

粒は拉厚の厚い玄米に発生が多いのに対して，乳白粒は粒

厚の薄い玄米での発生が多かった。

（2）出穂後の経過日数と背自校，乳白粒の発生

出穂後の経過日数と背自校，乳自粒の発生程度を表3に

示した。初星の背白粒は，出穂後25日の時点で多発してお

り，背自粒は出穂後早い時期に発生するものと考えられた。

一方．乳自校は，出穂後の35日まで発生出が増加しており，

豊熟の後半に発生するものと考えられた。

表3　作況試験における出穂後日数と背白粒，乳白粒
の発生

品　　　種
背自拉発生率（％）　　乳自校発生率（％）

出穂後25日　同35日　出穂後25日　同35日

初　　　星　　32．3　　　23．2　　　3．9　　　10．7

ひとめぼれ　　　3．7　　　20．7　　　1．7　　　　8．8

（5月16日移植　穂垂追跡調査のサンプルを使用）

（3）豊熟期間の気温，籾数と背自粒，孔自校の発生

背自校や乳自校の発生程度と豊熟期の気温との関係を見

た場合，時期的には豊熟斯前半の気温との関係が深いこと

が知られている1）。このため．図1，図2に出穂後20日間

の平均気温と背白粒，乳自粒の発生程度の関係を示した。

背自粒は，出穂後20日間の平均気温が25℃前後から発生

が認められるようになり，26℃以上になると急激に発生が

多くなる傾向が認められた。

一方，乳白粒の発生程度は，この期間の気温との関係が

明確でなかった。
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（●　ひとめぼれ　　　○　初見）
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図1出穂後20日間の平均気温と背自校発生率
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図3Ⅰば当たり籾数と乳自校の発生率の関係
（ひとめぼれの栽培法に関する試験）

（障害不稔の多発した平成5年のデータを除いた）
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図2　出穂後20日間の平均気温と乳自校発生率

ひとめぼれの栽培法試験から，ポ当たり籾数と乳自校の

発生程度の関係を図3に示した。乳自校は，d当たり籾数

が多いほど発生量が増加した。さらに，出穂後の気温が高

い場合には同じ籾数でも乳自校の発生が多くなった。以上

のことから，乳自粒は．ポ当たり籾数の過剰によって誘発

され，豊熟期の高温が発生をさらに助長するものと考えら

れる。

4　ま　と　め

1994年産米の品質低下の主要因となった背自粒，乳白粒

の発生実態と出穂後の気温，籾数との関係を検討した。

その結果，背白粒と乳自粒の発生は，品種，玄米粒厚，

さらには出穂後の時期によって異なった。

また，背白粒は豊熟期間の気温との関係が比較的明瞭で，

出穂後20日間の平均気温が25℃前後から発生が認められた

のに対し，乳白粒はポ当たり籾数の変動による影響が大き

く，気温との関係が明瞭でなかった。
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